
【新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金】  令和３年度事業実施状況及び効果検証に関する資料

事業Ｎｏ １ 事  業  名 委員会室等感染対策（飛沫防止）事業 事 業 期 間 開始/令和３年６月 ～ 終了/ 令和４年７月  

事業実績額   ２０９，０００ 円                                              事業実施所管  議会事務局   

事

業

の

概

要

［目 的］ 

議会常任委員会、教育委員会等で使用している委員会室及び本会議で使用してい

る議場の演台に飛沫防止パネルを購入して感染対策を図る。

指

標 

  配置数   説            明 

計画値 2 議会常任委員会等で使用する委員会室、本会議場に購入 

実績値 2

［対 象］ 

 委員会室、本会議場（演台） 

［事業の評価・効果検証］ 

  委員会室での会議においては、一人一人の間を仕切ることで感染対策としての飛沫防止を図ることができ、出席者の感染リスクの

低減及び委員会室等の継続利用することができた。 

  また、本会議場の演台２カ所（一般質問席、議案等説明席）に飛沫用パネルを設置したことにより、感染対策としての飛沫防止を

図ることができた。 
［内 容］

飛沫防止パネル購入 

 ①委員会室各席  20枚  88,000円 

 ②本会議場演台   2台 121,000円 

事
業
実
施
状
況

［事業実績］ 

 ①委員会室各席用に飛沫防止用パネル20枚購入し設置 

 ②本会議場演台２カ所に飛沫用パネル設置 

[今後の取組み］ 

購入したパネルを活用して他の会議等でも利用してもらい、感染対策としての飛沫防止を図り出席者の感染リスクの低減及び委員

会室等の継続利用していく。 

また、状況によっては本会議場を委員会等の開催場所に変更するなど協議していく。 

備

考



【新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金】  事業実施状況及び効果検証に関する資料

事業Ｎｏ ２ 事  業  名 霊葬場換気システム等購入事業 事 業 期 間 開始/令和３年６月 ～ 終了/令和３年９月  

事業実績額  ５０４，６８０円                                    事業実施所管 町民生活課町民生活グループ環境衛生係

事

業

の

概

要

［目 的］ 

霊葬場内での新型コロナウイルス感染を防止するため、年中効率よく換気及び空

気清浄することで利用者の安心安全を確保する。
指

標 

換気清浄面積  説            明 

計画値 40畳

換気清浄面積 

ホール：換気機能付エアコン ２０畳 

和 室：空気清浄機能力 最大４２畳

実績値 最大62畳

［対 象］ 

 利用者 

［事業の評価・効果検証］ 

  ・霊葬場内での新型コロナウイルス感染防止のため、年中効率よく換気及び空気清浄することで利用者の安心安全が一定量

確保できている。

①換気機能付エアコン１台（ホール 20 畳） 

 ダイキン工業 Ｓ６３ＹＴＲＸＰ－Ｗ（Ｃ） １台 

②空気清浄機１台（和室 10 畳×2 室）      

 ＴＯＣＯＮＮＥＣＴ Ａｉｒｄｏｇ Ｘ５ｓ １台 

 設置後の霊葬場利用件数実績                         霊葬場内設置図 

  令和３年 ９月  ５件 

  令和３年１０月  ６件 

  令和３年１１月 １０件 

［内 容］

霊葬場内で利用者が主に待機される場所（ホール２０畳、和室１０畳×２室）の

換気及び空気清浄をすることにより、新型コロナウイルスの感染を防止すると共に

利用者の安心安全を確保する。

 ・換気機能付エアコン（冷暖房、２００Ｖ、２０畳用）１台 

・空気清浄機（ウイルス対応、フィルター交換不要） １台  

事
業
実
施
状
況

［事業実績］ 

・換気機能付エアコン  

ダイキン工業 Ｓ６３ＹＴＲＸＰ－Ｗ（Ｃ） １台 ３９６，０００円 

（設置費用含む） 

・空気清浄機   

ＴＯＣＯＮＮＥＣＴ Ａｉｒｄｏｇ Ｘ５ｓ １台 １０８，６８０円 

                       合計 ５０４，６８０円  

[今後の取組み］ 

・引続き霊葬場内の感染防止のため、清掃、消毒、換気に努める。 

備

考

エアコン

空気清浄機



【新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金】  令和３年度事業実施状況及び効果検証に関する資料

事業Ｎｏ ３ 事  業  名 生活館空気清浄器購入事業 事 業 期 間 開始/令和３年６月 ～ 終了/ 令和３年８月  

事業実績額   １，６３０，２００円                                    事業実施所管  町民生活課町民生活グループ社会係

事

業

の

概

要

［目 的］ 

生活館内での新型コロナウイルス感染を防止するため、空気清浄機を導入するこ

とにより利用者の安心安全を確保するため。

指

標 

対象施設  説            明 

計画値 11館

実績値 11館

［対 象］ 

 施設利用者 

［事業の評価・効果検証］ 

  ・生活館内での感染拡大防止のため、空気清浄機を導入し、十分な換気を行うことで利用者の安心安全を確保できている。 

 【空気清浄機】
番号 生活館名

延べ床

面積

集会室

面積
設置台数 利用頻度 備考

［内 容］

町内全生活館 １１施設

・空気清浄機（ウイルス対応、フィルター交換不要） 15台  

１ 北星生活館 353.97㎡ 145.8㎡ ２台 多 投票所

２ 東町生活館 350.12㎡ 142.2㎡ ２台 多 投票所

３ 泊津生活館 185.15㎡ 106.0㎡ １台 少 投票所

４ 大富生活館 171.85㎡ 96.3㎡ １台 少 

５ 古岸生活館 206.29㎡ 110.3㎡ １台 少 

６ 若園生活館 147.53㎡ 59.4㎡ １台 少 

７ 泉生活館 270.81㎡ 131.2㎡ ２台 中 投票所

８ 節婦生活館 431.41㎡ 194.4㎡ ２台 多 投票所

９ 大狩部生活館 132.21㎡ 76.0㎡ １台 少 

１０ 共栄生活館 230.64㎡ 109.4㎡ １台 中 投票所

１１ 新和生活館 205.18㎡ 123.8㎡ １台 少 投票所

合計 １５台

※利用頻度考慮し １３０㎡以下 １台、１３１㎡以上 ２台  

事
業
実
施
状
況

［事業実績］ 

ウイルス除去機能付空気清浄機 エアドッグＸ５ｓ 

 ＠98,800円×15台＝1,482,000円  消費税148,200円  計 1,630,200円 [今後の取組み］ 

・引続き感染防止のため、清掃、消毒、換気に努める。 

備

考



【新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金】  令和３年度事業実施状況及び効果検証に関する資料

事業Ｎｏ ４ 事  業  名 老人憩の家空気清浄機購入事業 事 業 期 間 開始/令和３年６月 ～ 終了/ 令和３年８月  

事業実績額   ５４３，４００円                                      事業実施所管  町民生活課町民生活グループ社会係

事

業

の

概

要

［目 的］ 

高齢者の心身の健康と福祉の向上を目的とした施設である老人憩の家において、

新型コロナウイルス感染を防止するため、空気清浄機を導入することにより利用者

の安心安全を確保するため。

指

標 

対象施設  説            明 

計画値 2

実績値 2

［対 象］ 

 施設利用者 

［事業の評価・効果検証］ 

  ・老人憩の家内での感染拡大防止のため、空気清浄機を導入し、十分な換気を行うことで利用者の安心安全を確保できている。 

 【空気清浄機】 番号 施設名 延べ床面積 部屋名 面積 設置台数

［内 容］

新冠老人憩の家、節婦老人憩の家 ２施設

・空気清浄機（ウイルス対応、フィルター交換不要） 5台  

１ 新冠老人憩の家 353.97㎡

集会室 142.5㎡ ２台

和 室 60.6㎡ １台

計 ３台

２ 節婦老人憩の家 350.12 ㎡ 

集会室 117.45㎡ １台

休憩室 －㎡ １台

計 ２台

合計 ５台

※利用頻度考慮し １３０㎡以下 １台、１３１㎡以上 ２台 

※節婦老人憩の家では、集会室を利用していない場合は、ロビーに設置する。 

事
業
実
施
状
況

［事業実績］ 

ウィルス除去機能付空気清浄機 エアドッグＸ５ｓ 

 ＠98,800円×5台＝494,000円  消費税49,400円  計 543,400円 [今後の取組み］ 

・引続き感染防止のため、清掃、消毒、換気に努める。 

備

考



【新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金】  令和３年度事業実施状況及び効果検証に関する資料

事業Ｎｏ ６ 事  業  名 集会施設等空気環境整備事業 事 業 期 間 開始/令和３年６月 ～ 終了/ 令和３年８月  

事業実績額    ２，３９０，９６０円                                    事業実施所管  建設水道課管理グループ管財係

事

業

の

概

要

［目 的］ 

  新型コロナウィルス感染拡大防止対策として利用空間の衛生環境整備として空気清浄

機を導入し、利用者への感染リスクの減少を図る。 

指

標 

整備施設数  説            明 

計画値 19 

実績値  19 

［対 象］ 

  町内集会施設等19施設 

［事業の評価・効果検証］ 

  昨年の緊急事態宣言後、施設利用を再開し手指洗浄、換気を励行し利用してきたが、依然として新型コロナウィルス感染に収束の

兆しが見えないことから、さらなる対策としてウィルス除去効果のある空気清浄機を整備したことで、利用時における衛生環境を整

えることができた。 

№ 施設名 延べ床面積 集会室面積 設置台数 備 考 

1 新冠町民福祉会館 201.9㎡ 62.0㎡ 1台  

2 氷川生活センター 180.7㎡ 96.4㎡ 1台 避難所 

3 高江農村環境改善センター 164.0㎡ 70.0㎡ 1台 避難所 

4 東泊津生活改善センター 126.7㎡ 61.6㎡ 1台 避難所 

5 朝日農村環境改善センター 163.6㎡ 61.6㎡ 1台 避難所 

6 朝日開拓婦人ホーム 162.3㎡ 95.6㎡ 1台 投票所 

7 緑丘生活センター 215.9㎡ 57.5㎡ 1台 避難所 

8 万世生活センター 229.6㎡ 117.1㎡ 1台 投票所 

9 明和生活センター 209.4㎡ 117.1㎡ 1台 避難所・投票所 

10 新栄生活センター 134.1㎡ 105.3㎡ 1台  

11 新栄開拓婦人ホーム 145.7㎡ 63.2㎡ 1台 避難所 

12 大狩部生活センター 254.3㎡ 106.3㎡ 1台 避難所・投票所 

13 東川生活センター 187.9㎡ 123.9㎡ 1台 避難所 

14 美宇生活センター 225.9㎡ 129.6㎡ 1台 避難所・投票所 

15 芽呂生活改善センター 89.4㎡ 33.1㎡ 1台 避難所 

16 太陽開拓婦人ホーム 205.1㎡ 136.9㎡ 2台 避難所・投票所 

17 里平生活センター 168.1㎡ 96.4㎡ 1台  

18 本町多目的交流センター 868.7㎡ 200.0㎡ 2台 避難所・投票所 

19 旧分庁舎 473.0㎡ 175.0㎡ 2台 避難所 

［内 容］

 空気清浄機「エアドッグ」を各施設に整備するもの  19施設 22台 

 ※台数は施設の集会室の面積を基準に算出（131㎡以上は2台） 

事
業
実
施
状
況

［事業実績］ 

 町内集会施設等19施設に 22台の空気清浄機を設置 

              ＠98,800円×22台×1.1＝2,390,960円 

[今後の取組み］ 

引き続き感染拡大防止のため、利用の際の清掃・消毒・換気など衛生環境維持に務める 

備

考



【新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金】  事業実施状況及び効果検証に関する資料

事業Ｎｏ ８ 事  業  名 衛生材料費等購入事業 事 業 期 間 開始/令和３年６月 ～ 終了/令和３年１２月  

事業実績額  ３，０７９，２８５円                                         事業実施所管 新冠町立国民健康保険診療所 

事

業

の

概

要

［目 的］ 

昨年度に引き続き、新型コロナウイルス感染症の長期化を見据え、医療施設内

の蔓延防止策強化のため、感染対策に必要な衛生材料を購入する。

指

標 

 院内感染者数 説            明 

計画値 ０人
令和３年４月～令和３年１２月まで 

院内感染者数 ０人  

実績値 ０人

［対 象］ 

  新冠町立国民健康保険診療所 

［事業の評価・効果検証］ 

  本交付金を活用し、価格が高騰する中、様々な感染対策に必要な衛生材料（消耗品）を購入する事が可能となった。 

昨年度に引き続き、購入した消耗品を活用し蔓延防止対策を実施しているため、院内でのクラスター発生を防ぐことができた。 

  町内唯一の医療機関としての役割を果たすべく、今後も引き続き施設内の感染蔓延を防ぐ努力をしていく。 
［内 容］

 感染対策に必要な衛生材料（消耗品）はコロナ禍において品薄状態が続き、価格

も大幅に高騰しているため、本交付金を活用し購入する。 

事
業
実
施
状
況

［事業実績］（購入品目） 

 ・ニトリル手袋 200箱×2,800円×1.1＝616,000円 

 ・プラスチックエプロン 200箱×400円×1.1＝88,000円 

・プラスチック手袋 100 ケース×2,200円×1.1＝242,000円 

          400 箱×2,000円×1.1＝880,000円 

          200 箱×340円×1.1＝74,800円 

          410 箱×700円×1.1＝315,700円 

 ・薬用ハンドウォッシュ 1本×350円×1.1＝385円 

 ・サニサーラ 250ｍｌ 100本×1,000円×1.1＝110,000円 

             50本×800円×1.1＝44,000円 

        600ｍｌ 70ケース×7,200円×1.1＝554,400円 

             20ケース×7,000円×1.1＝154,000円 

  計 ３，０７９，２８５円 

[今後の取組み］ 

  職員に対し、引き続き徹底した感染予防対策の意識を継続させ、院内感染者を出すことのないよう取組む。 

備

考



【新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金】  令和３年度事業実施状況及び効果検証に関する資料

事業Ｎｏ ９ 事  業  名 新型コロナウイルス感染症対策備品購入事業（町有バス等感染症対策事業） 事 業 期 間 開始/令和３年６月 ～ 終了/ 令和３年１２月  

事業実績額   １，６８１，１５２円                                    事業実施所管  企画課企画広報統計グループ企画係

事

業

の

概

要

［目 的］ 

 新型コロナウイルス感染症対策として、町有バス及び準ずる車両すべてにオゾン発生装置

を整備することで、不特定多数が乗車する公共交通空間においての感染リスク低減を図る。 

指

標 

 設置台数   説            明 

計画値 １３基 常時実施している除菌作業に加え、オゾン発生装置整備により、一層の公共交通

空間における感染リスク低減を図っている。 

実績値 １３基

［対 象］ 

 町有バス及び準ずる車両 

  コミュニティバス ２台   町有バス   １台 

  スクールバス   ５台   ハイエース  ４台 

  ドレミ通園バス  １台   合計    １３台 

［事業の評価・効果検証］ 

 全国的に公共交通機関におけるクラスター事例は報告されていない。このことについては、不特定多数が乗車していることから個人

が特定できず、検証することができないことも一因に挙げられる。しかしながら、不特定多数の個人が共有する空間における感染症対

策は重要であることから本事業を実施するもの。現時点では、感染者数は減少しているが、新たな変異株の発生により今後の情勢は予

断を許さないものとなっている。 

 以前から実施している車内の除菌作業に加え、オゾン発生装置の整備により感染症対策を強化することで、公共交通空間の感染リス

ク低減に寄与している。 ［内 容］

 低濃度のオゾンでも新型コロナウイルスの感染力を低下させる効果があるとの

研究結果が発表されたことから、不特定多数が乗車する公共交通空間においての感

染リスクを低減させるため、オゾン発生装置を町有バス及び準ずる車両すべてに整

備するもの。（総務課、企画課、管理課を一括提案） 

 コミュニティバス  ２基   町有バス   １基 

 スクールバス    ５基   ハイエース  ４基 

 ドレミ通園バス   １基   合計    １３基 

事
業
実
施
状
況

［事業実績］ 

 R3.8.25～28 全車両に整備完了。 

[今後の取組み］ 

情勢にかかわらず除菌作業を継続実施し、感染症リスクの低減を図る。 

備

考

 ≪事業実績額内訳≫ 

 総務課分 １基（町有バス１台）                        １４８，２８０円 

 企画課分 ３基（コミュニティバス２台、ハイエース１台）            ３８３，２１８円 

 管理課分 ９基（スクールバス５台、ハイエース３台、ドレミ通園バス）    １，１４９，６５４円 

                                   合計 １，６８１，１５２円 



【新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金】  令和３年度事業実施状況及び効果検証に関する資料

事業Ｎｏ １０ 事  業  名 第三セクター施設３密対策事業（温泉屋外テラス整備） 事 業 期 間 開始/令和３年 ６月 ～ 終了/令和３年１１月  

事業実績額  ７，６４９，４００円                                事業実施所管  企画課商工労働観光グループ商工労働観光係

事

業

の

概

要

［目 的］ 

宿泊施設も併設している新冠温泉レ・コードの湯の感染症拡大防止を図るため、ホテルレ

ストランにスカイデッキを整備し、レストラン利用者を屋外に誘導することで３密を回避

し、感染拡大防止を図るものです。 

指

標 

 事業進捗率  説            明 

計画値 100％

実績値 100％

［対 象］ 

新冠温泉レ・コードの湯利用者

［事業の評価・効果検証］ 

   施設内レストランの新型コロナウイルス感染症感染防止対策として、テーブル配置の工夫と、宿泊者数に応じ、食事時間を 

設定するなど入場者を制限する対策を実施しているが、牧草地と海が望めるロケーションを生かし、屋外にスカイデッキを整 

備し利用者を誘導することで、感染リスク低減を図ることができた。

［内 容］

①スカイデッキ設置工事費 

②屋外テラス用備品購入費 

事
業
実
施
状
況

［事業実績］ 

①スカイデッキ設置工事費 

幅 9.0ｍ×奥行3.0ｍ 工事費一式 5,580,000円×消費税＝ 6,138,000円 

②屋外テラス用備品購入費 

スクエアテーブル     6台 

フォールディングチェア 18脚 

備品一式  1,374,000円×消費税＝ 1,511,400円 

合 計＝ 7,649,400円 

[今後の取組み］ 

  屋外テラスを新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止対策として、コロナ禍に順応した旅行の取り組み・利用者への意識 

啓発に積極的に活用していく。 

屋外テラスの抜群のロケーションを活用したレストランサービスの検討やフォトスポットとしての情報発信等を検討し、コ 

  ロナ禍を意識した旅行スタイルを醸成する。 

備

考



【新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金】  令和３年度事業実施状況及び効果検証に関する資料

事業Ｎｏ １４ 事  業  名 修学旅行支援事業（小学校） 事 業 期 間 開始/令和３年１０月 ～ 終了/ 令和３年１０月 

事業実績額  １９５，５４３円                                       事業実施所管  管理課管理グループ学校教育係

事

業

の

概

要

［目 的］ 

 感染症対策に配慮した修学旅行を実施することによって生じる保護者の経済的負担を 

軽減する。 

指

標 

  実施率   説            明 

計画値 100％ 実施率  計画 新冠小学校 朝日小学校 ２校 

実績 新冠小学校 朝日小学校 ２校 

実績値 100％

［対 象］ 

 新冠小学校児童（６年生29名） 

朝日小学校児童（６年生 7名） 

［事業の評価・効果検証］ 

  感染症対策を行うことでより参加しやすい環境を整え、保護者負担を軽減することで修学旅行を円滑に実施し、教育効果を高め 

ることができた。 

［内 容］

 修学旅行支援補助金 

○当初経費と変更後経費の差額 

・新冠小学校修学旅行（10/5～ 6 胆振地方） 

当初経費  459,331円 

変更後経費 614,974円 

差額    155,643円 

変更理由  地域、宿泊施設の変更 

・朝日小学校修学旅行（10/7～8 胆振地方） 

当初経費   65,100円 

変更後経費 105,000円 

差額     39,900円 

変更理由  宿泊施設の変更 

事
業
実
施
状
況

［事業実績］ 

 計画では９月実施を予定していたが、新型コロナウイルス感染症の影響により 

１０月に時期を延期した。 

[今後の取組み］ 

今後も感染症の状況に配慮し、事業の円滑な実施を図る。 

備

考



【新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金】  令和３年度事業実施状況及び効果検証に関する資料

事業Ｎｏ １５ 事  業  名 修学旅行等支援事業（中学校） 事 業 期 間 開始/令和３年７月 ～ 終了/ 令和３年７月  

事業実績額  １，７９９，９４８円                                     事業実施所管  管理課管理グループ学校教育係

事

業

の

概

要

［目 的］ 

 感染症対策に配慮した修学旅行等を実施することによって生じる保護者の経済的負担を 

軽減する。 

指

標 

  実施率   説            明 

計画値 100％ 実施率  計画 新冠中学校 修学旅行 宿泊研修 ２事業 

実績 新冠中学校 修学旅行 宿泊研修 ２事業 

実績値 100％

［対 象］ 

 修学旅行 新冠中学校生徒（３年生56名 ） 

宿泊研修 新冠中学校生徒（２年生44名） 

［事業の評価・効果検証］ 

  感染症対策を行うことでより参加しやすい環境を整え、保護者負担を軽減することで修学旅行及び宿泊研修を円滑に実施し、 

 教育効果を高めることができた。 

［内 容］

 修学旅行等支援補助金 

○当初経費と変更後経費の差額 

・新冠中学校修学旅行（7/13～15 東北地方） 

当初経費  3,864,000円 

変更後経費 5,320,616円 

差額    1,456,616円 

変更理由  時期の変更、バス２台の大型化（45人乗り→60人乗り） 

・新冠中学校宿泊研修（7/7～8 空知地方） 

当初経費    440,000円 

変更後経費  783,332円 

差額      343,332円 

変更理由  地域の変更、民間バスの借上 

バス２台の大型化（45人乗り→60人乗り） 

事
業
実
施
状
況

［事業実績］ 

 ７月 記載内容のとおり実施 

[今後の取組み］ 

今後も感染症の状況に配慮し、事業の円滑な実施を図る。 

備

考



【新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金】  令和３年度事業実施状況及び効果検証に関する資料

事業Ｎｏ ２２ 事  業  名 第三セクター施設運営支援事業 事 業 期 間 開始/令和３年 ６月 ～ 終了/令和３年 ８月 

事業実績額  ３０，０００，０００円                                事業実施所管  企画課商工労働観光グループ商工労働観光係

事

業

の

概

要

［目 的］ 

新型コロナウイルス感染症のまん延による度重なる緊急事態宣言や営業自粛・外

出自粛の要請などにより、観光客や町外業者の来町者が激減し事業収入が大きく落

ち込んだため指定管理事業者の経営に大きな影響が及んでいる。温泉・宿泊施設の

指定管理事業の縮小・休止等による町民生活へ及ぼす悪影響を回避するものです。

指

標 

 支 援 額  説            明 

計画値 30,000千円 

実績値 30,000千円 

［対 象］ 

第三セクター施設（新冠温泉レ・コードの湯） 

［事業の評価・効果検証］ 

  指定管理料を追加することで、長引く新型コロナウイルス感染症の影響で弱体化した経営の強化を図ることができた。 

  観光客・ビジネス客の来町者はもとより、地元町民の利用者数は、前年対比でさらに減少しており、指定管理事業者の経営に 

 及ぼしている影響は大きく、指定管理基本協定に基づく指定管理料の追加を行うことで、業務の継続が安定的に図られた。 
［内 容］

指定管理料を追加することで、新型コロナウイルス感染症の影響下においても、

指定管理業務の継続が安定的に図られ、町民福祉・雇用・町内経済の安定が確保さ

れました。 

②指定管理基本協定に基づく指定管理料の追加 

③指定管理料 １事業者 30,000,000円 

   （内訳）料飲部門人件費 ＠2,500,000円×12か月=30,000,000円 

事
業
実
施
状
況

［事業実績］ 

[今後の取組み］ 

 新型コロナウイルス感染症感染拡大に伴い発出される緊急事態宣言の料飲部門の売上減少は大きいが、より一層コロナ禍に対応 

した経営改革を継続して実践していく。 

備

考



【新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金】  令和３年度事業実施状況及び効果検証に関する資料

事業Ｎｏ ２３ 事  業  名 新冠町新型コロナウイルス感染防止対策協力支援金支給事業 事 業 期 間 開始/令和３年 ６月 ～ 終了/令和３年 ８月 

事業実績額  ３，６００，０００円                                事業実施所管  企画課商工労働観光グループ商工労働観光係

事

業

の

概

要

［目 的］ 

 令和３年５月に北海道が要請した新型コロナウイルス感染症の営業時間短縮等

の飲食店の対象外の飲食店で、感染防止対策に協力していただける町内の中小企

業、小規模事業者及び個人事業者に対して支援金を支給することを目的とする。 

指

標 

 支給件数   説            明 

計画値 20件

実績値 18件

［対 象］ 

 町内中小企業、小規模事業者・個人事業者 

 ※北海道の営業時間短縮等の要請以外の飲食店 

［事業の評価・効果検証］ 

北海道の支援金対象外の飲食店に対して、地元商工会協力のもと積極的に当支援事業をＰＲし、今まで以上の感染防止対策に協力

をいただき、コロナ禍においての対策に貢献できた事業である。 

［内 容］

 新型コロナウイルス感染症の拡大防止の為、北海道の休業要請以外の飲食店等に

おいても感染症拡大防止に努めた事業者に一律の支援金を支給する。 

・１事業所 ＠200,000円 20事業所を想定 

事
業
実
施
状
況

［事業実績］ 

 期間中において１８事業所からの申請があり、感染防止対策に協力していただき

ました。（申請期間 令和３年６月２２日から７月３０日） 

 【支援金】 

  ＠200,000円×18事業所  3,600,000円 

[今後の取組み］ 

備

考



【新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金】  令和３年度事業実施状況及び効果検証に関する資料

事業Ｎｏ ２４ 事  業  名 新冠町新型コロナウイルス感染防止対策協力支援金支給事業（追加支援） 事 業 期 間 開始/令和３年 ９月 ～ 終了/令和３年１１月  

事業実績額  ９，１５０，０００円                                事業実施所管  企画課商工労働観光グループ商工労働観光係

事

業

の

概

要

［目 的］ 

 緊急事態宣言やまん延防止等重点措置により、経済活動に影響を受けている飲食

店、宿泊業及び美術館等で感染症拡大防止に努めた事業者に支援金を交付すること

を目的とする。 

指

標 

 支給件数   説            明 

計画値 32件

実績値 34件

［対 象］ 

町内中小企業、小規模事業者・個人事業者 

 ※飲食店、宿泊業及び美術館等を対象 

［事業の評価・効果検証］ 

  本年、６月から８月にかけて実施致しました「新冠町新型コロナウイルス感染防止対策協力支援金支給事業」の追加支援版として

実施致しました。 

今回は北海道の支援金受給の有無にかかわらず、支援金を支給することと致しました。前回同様、地元商工会にも協力をいただき

ながらスムーズな申請及び支給ができ、コロナ禍においての感染防止対策に貢献できた事業である。 
［内 容］

緊急事態宣言やまん延防止等重点措置により、経済活動に影響を受けている飲食

店、宿泊業及び美術館等で感染症拡大防止に努めた事業者に支援金を交付するもの

です。 

・飲食店、宿泊業及び美術館等を対象に32事業所を想定 

・従業員数に応じて支援金の支給額を変えております 

 ※ ＠250,000円 従業員数１名～５名 

 ※ ＠400,000円 従業員数６名～10名 

 ※ ＠500,000円 従業員数11名以上 

事
業
実
施
状
況

［事業実績］ 

期間中において３４事業所からの申請があり、感染防止対策に協力していただき

ました。（申請期間 令和３年９月２４日から1０月２９日） 

 【支援金】 

 ＠250,000円×31事業所  3,600,000円 （従業員 1名～ 5名） 

  ＠400,000円× 1事業所   400,000円 （従業員 6名～10名） 

  ＠500,000円× 2事業所  1,000,000円 （従業員11名以上 ） 

          合 計  9,150,000円 

[今後の取組み］ 

備

考


